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3５ 
ドストエフスキーがライフワークを意識しだしたのは、いつ頃であろうか。トルストイの『戦争と平和』が〈ロ
シア報知〉に連載され始めたのは、一八六十年十二月だが、「白痴』の完結は前年の十二月であり、「無神論』の構
想もほぼ同じ頃はじまっている。ドストエフスキーがトルストイの大作から刺激を受けて……という俗説は、話と
してはもっともらしいが、事実はドストエフスキーのライフワーク構想の方が先行している。
それは意外に早く、『生涯のモメント』をかくより前、初稿「白痴』のプランが挫折した時期あたりではあるま
いか。初稿『白痴』の失敗は、思いもかけずムシュキンというユニークな人物を生んだが、作家の心の中には依然
としてわだかまりがあった筈である。釈然としない思いは、初稿『白痴』の主人公がただの粗暴な、ぐうたらでは
なかったという点にかかわっている。結果は別にして、初稿『白痴』の主人公は、岐初はラスコーリーーコフの「後
継者」のつもりであったｌラスコーリニコフの負のエネルギーを凝縮した人物の筈であった．ドストェフスキー
（ｌ） 
は、前作についての批判ｌラスコーリニコフの“甘さ“ｌに対する抗弁として原型白痴に賭けていたとまで想
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3６ 
原型白痴は闇の人である。自己を深く認識する能力をもちながら、あるいは、もつがゆえに、彼は自分自身がよ
くわからない。彼が蛮行非行のかぎりをつくすのも自己の可能性を試さんがためである。生みの親にぐうたらな白
痴と思われていることと、彼の務持の念とは反比例する。彼の誇り高さが一層彼を迷妄の闇の中に導いて行く。
「知っている者は恐れはじめる」とドストエフスキーはかく。作家は原型白痴の”凶暴性“に一種特別なものを
みている。その否定のバイタリティーはドストエフスキーのこれまでの主人公には無縁のものである。ドストエフ
スキー文学の先行者達を悩ませつづけた「自分は何者であるか？」という執勘な問は原型白痴に最も”純な“かた
像されるのである。たとえ原型白痴の回生が至難のことであるにしてもｌそれが実現しなかったにしても、作家
は原型白痴に執着しつづけた。〃彼“はラスコーリニコフ程度で「おとなしく」おさまるものではなかった。ドス
トェフスキーはこの極限の人物をなんとか生かす方途を探っていた。それは『白痴』が意図しなかった方向に心な
らずもズレて、｜作品」としては完成しても原型白痴に関する限り未完なのである。
原型白痴はムシュキンともラゴージンとも別に、作家のなかで生きつづけた。原型白痴のような人物を主人公に
して今一度大作をかいてみたら……ドストエフスキーの心中にライフワークヘの思いがよぎったのは、このあた
りではないだろうか。作家は原型白痴について改めて旧いノートを辿ってみる……
雌後に白痴。世間に白痴でとおっているのは彼を憎んでいる母親のせいである。彼は家族を養っていながら
何もしないと思われている。纐澗もちで、神経性の発作が起きる。学校中退。……そういったようなとき、彼
はミーーオンを手ごめにする。家に火をつける。彼女の命令によって指を焼く。白痴の情欲ははげしく、愛の要
求は燃えるようで、務持ははかりしれない。務持の念からおのれを抑え、打ち克とうとする。屈辱のなかに快
感を見出す。知らぬ人は彼を冷笑し、知っている者は恐れはじめる（傍点ドストエフスキー。以下同じ）（「白
（ｏ】）
痴侶創作ノート・手帖一二ルハ七年九月十四日）
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3７ 
ちで表われている。彼には思込も思惑も計算もない。彼は行為で疑問を確かめようとし、他ならぬ自分自身の肉体
の
行
動
で
間
を
解
こ
う
と
す
る
．
騒
白
痴
は
他
者
ｌ
た
と
え
ば
、
ミ
ニ
オ
ン
ー
と
の
籾
暴
な
接
触
で
他
の
事
物
の
繋
力
的
破
壊ｌ放火で、自分との接点を篭しようとする・彼の認識とは行動であり、彼の行動を顛縛し、制約する霊は
ドストエフスキーは原型白痴の中にもう一度「死の家」のオルロフの姿をみているのであろうか。社会的な慣
行、法的な束縛を超えたところで自己の欲望を実現させることだけにしか自分を表現できない人間ｌその表現に
すべてを賭けている存柾、オムスクで初めて出会って以来、作家はその極の人物に興味をいだきつづけてきた。彼
らはそれが否定の一方の極であることをまったく意識していないが故に、その否定は徹底している。他に何の関心
も興味もなく、ただ自己にのみ１１自己の欲望にのみ忠実で、限りない誇りをいだいている人間。一切を軽蔑し、
その軽蔑の根拠すら知ろうともしないし、必要も感じない……ドストエフスキーは原型白痴を構想したとき、「白
痴」という言葉の意味をこんな風に考えていたのかも知れない。”白痴“とは人類がこれまで積み重ねてきた歴史
的な約束にすべて全く反応しない感性ということなのだろうか。
だ
が
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
否
定
な
ら
ぬ
否
定
Ｉ
い
わ
ば
、
撫
豪
の
否
定
」
に
て
こ
ず
っ
た
。
霊
の
果
て
に
あ
る
否定なら、それはそれなりに対応もあろう。原型白痴が作家の意図とは離れて、「回生」に結びつかなかったのは
このためである。ドストエフスキーは原型白痴に並々ならぬ未練をもちながら断念せざるを得なかった。この執肴
を考えると、原型白痴のもつ意味は重要である。『無神論」以下の発想は原型白痴を原点ｌ少なくとも”呼び
水“としているからである。
ない。原型白痴は断念したし、おおいに迂回したが決定稲「白痴陪は完成した。しかし、ドストエフスキーの心中に
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3８ 
信仰を失うとは、自己を失うことであり、この主人公は中年になって“突然“自分がわからなくなった。「自分
とは何か」という問が生の半ばになって突如彼の前に立ち塞がる……「自分は本剛当に自分なのか」、「何故そう言い
切れるのか一、「今迄ただそう思っていただけではないのか」１１柞昨家はそこに抜差ならぬ深い破局を観ている。予
突然訪れる：。…
『無神論』についてはこれ以上具体的なメモはない。アウトラインは固まったもののどこから手をつけてよいや
ら構想の大きさに流石の大才も困却したことであろう。ドストエフスキーは、原型白痴から「引き継いだ」主人公
を中年ｌ’四十五歳としている。原型白痴の荒々しさは消え、分別機りの中年男が「突然信仰を失う」のである。
無意識の否定でもなく、若さゆえの否定でもなく、「思慮分別」の末にある信仰の喪失である。しかもその喪失は
峰やはり何かふききれないものがあったに相簔い。否定の極からの回生ｌ原型白痴がかけなかったことで、
ライフワークへの思いは一層深まった。この問題に公的に初めて触れた一八六八年十二月十一日アポロン・マイコ
フ
宛
の
譜
簡
は
こ
の
流
れ
の
な
か
で
読
ま
れ
る
べ
き
で
あろう。
ここで小生の脳裏にあるのは、巨大な長編で『無神論一という題名です。……人物はいるのです。我々の社
、
、
、
、
、
会に属するロシア人で、相当の年配です。さほど教養があるわけで’もありませんが、かといって無教養でもな
く
、
官
位
が
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
突
然
、
も
う
か
な
り
の
年
配
に
な
っ
て
か
ら
神
へ
の
信
仰
を
失
う
の
で
す
。
……神への信仰の喪失は彼を震憾させます。……彼は新しい世代、無神論者、スラヴ人、ヨーロッパ人、ロシ
アの狂信者、隠者、聖職者などを尋ねて放浪します。ついでにジェスイットで挑発者の鉤にかかったりもしま
す
。
そ
こ
か
ら
鞭
身
教
の
奥
深
く
下
り
て
行
っ
て
、
遂
に
キ
リ
ス
ト
も
ロ
シ
ア
の
大
地
も
Ｉ
ロ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト
と
ロ
シ
ア
の
神を獲得するのです（お願いですから誰にも言わないで下さい。この最後の長篇をかきあげたら、たとえ死ん
（３） 
でも橘いません。何もかも寄ってしまいます。
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3９ 
『大罪人』の性格、環境を顧慮したとき、作者の気持は、『無神論』の主人公よりも原型白痴にもう一度戻ってい
るように思われる。抽象的な一「無神論山の主人公よりもまず、肉親の中で孤立する原型白痴に具体的なイメージを
得ていたのであろう．六九年１月十四日、『大罪人の生藤」第二メモー
それは平凡でも青年時代から仕上げる方が自然で楽だという計算もあったであろうし、艇神論者の回生のプロセ
スを生涯にわたってかきたいという誘惑もあったと蝋われるｌとにかくドストエフスキーは、ライフワークに柿
応する作品として『大罪人の生涯」の創作に踏み切ったのである。
想も覚悟も不可能な突然の危機が主人公を揺さぶる。拠るべき何かを求めての旅は後のスタヴローギンを思わせる
が、このプランはそのままでは発展しなかった。その後半歳を経て「無神論』は『大罪人の生涯」に引き継がれ、
あ
ら
た
に
構
想
は
練
り
直
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「大罪人の生涯』のメモはほとんど残っていないと言ってよかろう。現存しているノートはほんの一部にすぎな
いのではないだろうか。それは一八六九年夏から翌年夏に至る三冊のノートに五編の断片が残されているだけであ
る。しかし、この断章からだけでもそこに大きな変更があったことが窺われるｌ「中年一の主人公のプランは廃
棄され、一生涯一にわたる主人公の精神的遍歴の描出が企図されている。無神論者ｌＩ大いなる罪人の精神形成の
過程に作家の関心は移されて行く。
「突然Ｌ「中年」という発想は、発想自体はおもしろいが、小説として得心が行くようにかくのは、やはり難しか
ろう。私、家族、幼年時代からのモスクワ、すべて彼のお蔭を菱っている。成長。チェルマーク、鮫初にして最
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4０ 
原
型
白
痴
は
き
わ
め
て
素
朴
な
形
で
自
分
の
理
解
識
を
求
め
て
い
る
．
そ
の
理
解
満
ｌ
他
者
を
介
し
て
「
自
分
と
は
何
か
「
を
探
究
す
る
可
能
性
を
探
ろ
う
と
す
る
…
…
原
型
白
痴
が
悩
ん
で
い
た
の
は
、
自
分
が
ど
う
す
べ
き
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
家
族
を
も
含
め
た
他
人
の
銀
楚
を
買
う
彼
の
一
切
の
行
動
は
、
た
と
え
そ
れ
が
「
憎
悪
」
で
も
他
者
の
関
心
を
惹
き
、
自
分
の
存
在
を
認
め
さ
せ
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
原
型
白
痴
の
行
為
は
明
快
で
あ
り
、
彼
と
家
族
と
の
対
立
も
ま
た
明
確
で
あ
る
。
偶
然
人
々
は
肉
親
に
な
り
、
家
族
に
な
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
偶
怠
の
集
ま
り
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
同
志
の
理
解
は
隔
絶
し
て
お
り
、
人
は
家
族
の
中
で
さ
ら
な
る
孤
独
者
と
し
て
の
自
分
を
認
識
す
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
原
型
白
痴
の
こ
の
「
偶
然
の
家
族
」
の
発
想
を
あ
ら
た
め
て
明
確
な
形
で
「
大
罪
人
の
生
涯
』
に
移
し
て
い
る
。
初
稿
『
白
痴
』
の
母
と
子
の
関
係
は
、
父
と
子
の
そ
れ
に
転
調
さ
れ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
は
、
複
雑
な
間
柄
に
あ
っ
た
父
と
の
関
係
の
万
が
一
偶
然
の
家
族
一
を
か
く
の
に
、
よ
り
自
然
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
大
罪
人
の
生
涯
』
の
主
人
公
は
作
家
の
意
識
の
な
か
で
一
層
確
実
な
も
の
に
なって行く。
大
罪
人
は
そ
の
生
長
の
過
程
か
ら
“
孤
独
者
“
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
チ
ェ
ル
マ
ー
ク
塾
、
そ
れ
か
ら
家
族
。
作
家
は
初
稿
『
白
痴
』
の
と
き
、
生
母
に
憎
ま
れ
、
「
白
痴
一
と
揮
名
さ
れ
な
が
ら
、
家
族
を
養
っ
て
い
る
主
人
公
を
構
想
し
た
が
、
こ
の
肉
親
間
で
の
対
立
、
孤
絶
の
構
図
は
重
要
で
あ
る
。
｜
偶
然
の
家
族
一
と
い
う
想
を
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
い
つ
得
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
人
間
の
居
る
べ
き
不
条
理
な
”
場
“
と
し
て
の
家
庭
「
ｌ
そ
の
不
可
避
な
環
境
と
し
て
の
設
定
が
、
原
型
白
痴
か
ら
出
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
（４） 
後、何ＪＣかも非難。沈黙し、陰諺で、家族を養う。みな彼に依存している。
Ｎ
・
Ｂ
ト
ル
ス
ト
イ
が
「
幼
年
時
代
』
や
「
少
年
時
代
』
で
描
い
た
高
尚
な
伯
爵
家
の
子
孫
ｌ
ｌ
卑
し
い
ま
で
に
腰
小
化
し
て
し
ま
っ
た
子
孫
と
は
、
全
く
正
反
対
の
タ
イ
プ
．
こ
れ
は
上
着
人
の
一
ク
イ
プ
ー
自
分
自
身
の
紛
れ
も
な
い
〃
、
全
く
直
接
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4１ 
大罪人は先人同様、「自分とはなにか」「何者になれるか」という問に苦しめられる。彼は彼自身、自分の”力“
の軸心を欠いており、その方向性を失っていることを痛切に感じている。彼の逸脱的行為や、実験‐は、その一無
限な動物的カーの目的のない無意味な行使である。彼は行動によって、実践によって”なにか“を得ようとする。
それは作家の分類によれば、原型白痴から大罪人に連なる「止満人一のタイプである。ｉｔ狩人Ｌは、腰小化され
ない、妥協によって周囲と調和をはかろうとしない本来的な人間のタイプであるとドストエフスキーは信じた。
彼は他者を求めながら本来孤独者であり、他人は勿論、肉親の間でも彼は遊離している。父と子の関係によって
も、家族としての結びつきによっても自己と他者との関係が満たされることはないとしたら、それ以上にいかなる
関
係
が
あ
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ドストエフスキーがライフワークの縦人公を青年、中年からでなく、少年から改めて始めたのには意味があろ
う。年齢的には少年から、環境的には家族から１１人間が孤独者たらざるを得ない条件を本源から、探ってみよう
としたのではあるまいか。後の大罪人たる少年にとって、チェルマークの塾は純然たる他人との接触の初めての
擾を象徴しており、｜偶然の家族」ｌ交と子一は彼と鰻も近しい筈の人間達とのかかわりのそれを示してい
る
。
作
家
は
腰
を
据
え
て
冗
大
罪
人
の
生
涯
」
に
か
か
っ
た
か
に
み
え
る
。
「人罪人の生涯」ノート冒頭のメモは凡庸にみえるが、ドストエフスキーの姿勢を明白に語っている。『無神論』
的な、何に基づいているか知らない力に無意識のうちに不安を覚えているタイプに他ならない。（「人罪人の生
（←①） 
榧
』
第
一
二
ノ
ー
ト
七
十
年
一
月
一
日
）
幼年時代。
（６） 
子供達と父親達、陰謀、子供達の策謀、寄宿学校への入学。その他。（第一メモ六九年七月一二一日）
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４２ 
の中年の主人公から少年のそれへの転換の確認。トルストイの『幼年時代」を意識した「幼年時代」の文字１－異
質の主人公による挑戦。ツルゲーネフの「父と子」の否定の上に立った“父と子“の構想。チェルマーク寄宿学校
で
の
主
人
公
の
初
め
て
の
他
者
と
の
出
会
い
の
テ
ー
マ
。
作
家
が
企
図
し
た
プ
ラ
ン
は
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
原
型
白
痴
は
す
で
に
成
人
で
あ
る
が
、
大
罪
人
は
早
熟
な
少
年
で
あ
る
。
一
「
偶
然
の
家
族
」
「
父
と
子
Ｌ
他
人
と
の
初
め
て
の
接
触
－
１
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
抱
い
た
複
数
の
テ
ー
マ
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
少
年
の
主
人
公
の
設
定
に
は
作
者
も
苦
労
し
て
い
るようにみえる。最初からノートに少年の性格づけ、行動が詳細に記されているのもこのためであろう。原型白痴
の
性
向
は
そ
の
ま
ま
少
年
に
引
き
継
が
れ
、
赦
術
さ
れ
る
。
蓄財。
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
激
し
い
情
熱
。
意志と内的な力の錬磨。
度外れなプライドと虚栄心の闘い。
人
生
の
散
文
性
と
、
そ
れ
に
絶
え
ず
打
ち
兎
と
う
と
す
る
激
し
い
信
念
。
「
み
な
を
僕
に
雌
か
せ
そ
れ
で
僕
は
赦
し
て
や
る
ん
だ
Ｌ
何ものも恐れぬようにすること。生命を犠牲に。
放蕩の作用。それ故の嫌悪感と冷やかさ・万人を職そうとする欲望。・・…。
Ｎ
・
Ｂ
思
い
も
か
け
ぬ
破
廉
恥
な
行
為
で
み
な
を
驚
か
せ
て
み
た
い
と
い
う
願
望
？
町
で
も
寄
宿
学
校
で
も
そ
の
獣
的
な
振
舞
で
み
な
を
驚
か
す
。
ラ
ム
ベ
ル
ト
。
…
…
な
ん
ら
権
威
あ
る
も
の
な
し
。
（７） 
強烈な肉体的情欲の芽生。（第一一一ノート一八六九年十二月一一十日）
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4３ 
原型内痴は生の方向感の喪失の中で苦悩し、一鰹行「によってｌそういう形での他者との接触によってｄ己
を見出そうとする。それが可能かどうか、問う余裕は彼にはない。「自分とはなにか」という問を原型白痴はもっ
とも素朴な方法で解こうとしている。
一方ノートで見るかぎり、大罪人の少年は、原型白痴に似た欲望に併せて、｜自分は何になれるか」という問の
方にも重心を傾けている。彼の目標はロスチャイルドになる」ことである。蓄財は”絶対の自由“を獲得するた
めの不可欠な手段である。岐後には”百万の富を弊履のごとく櫛？ことに少年の理想がある。それは人間の欲望
からして実践し難いことは耶実だが、果して「何者になれるか」の答に値するほどのものなのだろうか。
後年の『未成年』のアルヵージーにつながるこの発想は、『大罪人』のノートに突如現われたものだが、思考の
流れからみると、なにか異質なもののような気がする。この発想が突然単発的に現われて一絶対の自由」を獲得
しなければならない”必然性“についての説明が欠落しているからであろう。
原型白痴、大罪人の少年に共通するものは形而上性の不足である。それは「自分とはなにか「「何になれるか」
という問を素朴な”原点“にまで戻って解こうとするドストエフスキーの率直な気持を表しているのかも知れない
が
…
…
「大罪人の生涯』は、一八六九年夏から翌七十年夏までのほぼ一年間、一一一冊のノートに五つの断片の形で残され
ているが、そのう薑的にもっとも多い筆－７‐卜の万二日付のメモに作品全体の傭瞥が記されているＩ
、
、
課
題
節
一
幕
、
、
、
、
、
忘れぬ｝」と
幼
年
時
代
の
は
じ
め
。
Ⅳ 、
老
人
と
老
女
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４４ 
ドストエフスキーの構想は多分この通りなのであろう。ただ現存しているノートでみるかぎり、記述は少年期
（ノートでは一幼年時代」）に偏っている。自尊心のつよい、野心家の早熟な少年の像は、アルヵージーに重なる
が、それだけ『大罪人の生涯』で主人公の年少の期間ｉこの時期の描写にドストェフスキーはこだわっていたと
少年の「ニヒリズム一が、家族から学友からの孤絶によって一層深まって行く様相までは描けても、彼の修道院
行きまでの必然性は十分出て来ていないように思われる。作家にはチーホン・ザドンスキーを登場させる榊想が
あって（七十年一一一月二五日のＡ・マイコフ宛書簡）、少年の修道院での生活、チーホンとの一対決」を想定してい
たらしいが、ノートにはあまり残っていない’七十年五月と推定される断片だけである。
少年は一自分のとっぴな振舞でチーホンを苦しめてやろう一とすることからチーホンと関わりをもつ。少年は
チーホンの「悪霊一であり、それと同時に教師でもある。チーホンは「自分はすでに鍛えられている一と思いなが
ら少年の許に「話をききに行く」。
お〃うて＋４，十ハトＬ」，甜ノ呼司プー
いうことであろうか《〉
（
第
二
）
家
族
、
ス
シ
ャ
ー
ル
、
脱
走
と
ク
リ
コ
フ
（
三
）
チ
ェ
ル
マ
ー
ク
試
験
（四）村とカーチャ、アルベルトとの乱行
二
○
ｌ
幼
年
時
代
二
○
Ｉ
修
道
院
川
。
ｌ
功
雛
四
○
ｌ
流
刑
ま
で
二
○
Ｉ
流
刑
と
サ
タ
ン
Ｊ
Ｆ
Ｂ
『
｜
Ｐ
可
。
。
Ｐ
（小］【】）
ほんの物心ついた頃から人々への嫌悪感（誇り高い怖熱と人の上に立・とうとする情熱から）。軽蔑からも
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1５ 
ここの構想は意想外の展開で、チーホンは必ずしも大知識としてのみかかれてはいない。高慢な少年は「彼は実
に
滑
稽
で
何
の
知
識
も
な
く
、
弱
々
し
く
頼
り
な
げ
で
、
助
言
を
求
め
に
来
た
り
一
す
る
と
見
下
し
な
が
ら
、
内
心
で
は
チ
ー
ホ
ン
の
一
土
着
人
」
と
し
て
の
強
さ
を
評
価
し
、
そ
の
清
純
さ
に
惹
か
れ
、
彼
の
行
動
は
「
明
断
で
美
し
い
」
と
結
論
を
下
し
て
い
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
チ
ー
ホ
ン
に
「
土
着
人
一
と
い
う
言
い
方
を
し
た
こ
と
は
注
意
を
ひ
く
。
こ
れ
は
先
般
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
”
父
と
子
“
の
構
想
で
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
幼
年
時
代
』
に
登
場
す
る
行
儀
の
よ
い
子
供
を
「
倭
小
化
」
と
批
判
し
た
時
に
出
て
き
た
も
の
で
、
「
腰
小
化
」
の
反
語
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
西
欧
化
さ
れ
な
い
ロ
シ
ア
人
の
根
源
的
な
生
命
力
を
豊
か
に
も
ち
続
け
て
い
る
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
作
家
が
ロ
シ
ア
の
精
神
的
基
雛
の
一
つ
と
し
て
チ
ー
ホ
ン
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
ノ
ー
ト
の
チ
ー
ホ
ン
は
謙
抑
の
人
で
あ
る
。
少
年
も
最
後
に
は
チ
ー
ホ
ン
の
徳
を
受
容
す
る
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
両
者
と
も
そ
こ
ま
で
十
分
に
考
え
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
チ
ー
ホ
ン
に
関
し
て
は
そ
の
ほ
か
「
熊
」
に
つ
い
て
、
「
虫
け
ら
と
生
き
た
生
活
の
全
宇
宙
的
な
喜
悦
Ｌ
に
つ
い
て
、
「
召
使
に
対
す
る
過
ち
」
に
つ
い
て
等
、
後
の
チ
ー
ホ
ン
よ
り
ゾ
シ
マ
に
重
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
記
述
は
残
さ
れ
作
家
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
チ
ー
ホ
ン
は
「
大
罪
人
の
生
涯
』
の
思
想
的
な
核
に
な
る
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
で
触
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
相
対
的
な
問
題
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
少
年
と
チ
ー
ホ
ン
は
つ
ね
に
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
と
作
者
が
考
え
て
い
た
と
し
た
ら
、
少
年
の
思
想
の
成
熟
が
チ
ー
ホ
ン
に
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
ノ
ー
ト
で
の
チ
ー
ホ
ン
の
意
想
外
の
平
凡
さ
は
こ
の
相
関
関
係
に
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
る過ち」』
ていない。
現存している》・大罪人の生涯しのノートの妓後は、『中心的思想」と題された大罪人の章である。少年は成人し
て
修
道
院
か
ら
俗
界
に
出
て
行
く
。
職
業
は
ま
だ
選
ん
で
い
な
い
。
彼
は
自
己
を
凝
視
し
な
が
ら
ま
た
、
「
悪
魔
の
ご
と
き
Ｌ
高
利
街
Ｖ 
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4６ 
この作品のプランで一番わからないのは「大罪人」の意味である。ドストエフスキーは神に叛く者として一罪
人」の名を冠したようだが、内容は必ずしも十分なものとは言えない。少年が成人してもその思想は深化している
と
は
言
い
難
い
。
作
者
の
脳
裏
に
だ
け
あ
り
、
文
字
と
し
て
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｓ・イヴァーノヴァ宛の書簡（一八六九年十二月十四日付）では、｜この思想はそのためにぼくが生きてきたす
べてです」とまで言い切っている。その覚悟からすれば、ノートの主人公は期待外れと言わざるを得ない。
「自分は何になれるかＬという問は依然として彼の目の前にあり、何一つ解かれてはいない。その意味でノート
の
墓
は
看
過
出
来
な
い
・
’
二
体
彼
は
何
を
し
と
げ
、
何
を
成
就
し
た
の
か
」
．
大罪人がこの間に真筆に立ち向かえば、ノートにはそれなりの文字が記されたであろう。『大罪人の生涯』の中
絶は、いろいろな理由があろうが、その原因の一つは思想的側面の弱さであり、それは作品の性質上、この大作の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
「大罪人の生涯』の破綻は、作家が年少の主人公にこだわりすぎた点にもあろう。主人公の少年時代を厚くかこ
うとするあまり、早熟な少年のキャラクターが平板なものになり、大人への脱皮が難しくなってしまった。
「過度の誇り高さ」や「悪行」だけでは「壯大な一小説はもたない。ゆくりなくも作家は初稿『白痴』の過ちを
に
唆
か
さ
れ
て
蓄
財
に
も
励
む
…
…
突然、青春と放蕩。功業と恐ろしい悪行の数々。自己献身。狂気のような誇り高さ。誇り高さゆえに苦行僧
と
な
り
、
巡
礼
と
な
る
。
ロ
シ
ア
巡
り
の
旅
。
…
…
非
凡
な
人
間
ｌ
し
か
し
、
一
体
彼
は
何
を
し
と
げ
、
何
を
成
就
し
た
の
か
．
…
…
最後は自分の家に養育院を設け、ガーズとなる。すべてが明らかになって行く。
（９） 
犯罪を自認しつつ死んで行く。（一八七十年五月一二日）
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4７ 
こ
れ
は
ス
チ
ェ
ン
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
型
か
ダ
ニ
ー
ラ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
型
の
「
土
着
人
」
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
で
、
去
勢
派や鞭身教にまで達することもあるという。人間存在の本質的な部分をもちつづけていると作家が考えているらし
い
可
上
着
人
Ｌ
は
、
こ
の
ノ
ー
ト
で
無
視
で
き
な
い
思
想
の
一
つ
で
あ
る
。
無限ともみえる力をいだきながら、それを使う目的を見出せず坊復し、遍歴を重ねる人間は、ドストエフスキー
に固有のタイプであり、「大罪人の生涯』で定着する。それはスタヴローギンに発展し、チーホンにも展開する。
た
だ
、
（
犬
罪
人
の
生
涯
』
の
ノ
ー
ト
で
は
、
つ
ね
に
ア
ル
カ
ー
ジ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
、
そ
の
展
開
を
阻
ん
で
し
ま
う
ｌ
少
年の思想として行き止まる……とでも言えようか。
年少の主人公を描くことは、作者の意図ではあるが、その思想の展開には限界があり、困難がある。ドストエフ
スキーは主人公の成長とともに、思想も深化すると考えていたらしいが、ノートで見るかぎり、作者の思惑どおり
進んでいるとは思えない。スタヴローギンの思想として独立したものになるところまで行ってはいない。この辺が
小
説
の
難
し
さ
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
一
ヵ
月
半
後
あ
た
り
に
こ
ん
な
書
込
が
あ
る
１
１
再
度
繰
り
返
し
た
こ
と
に
な
る
…
…
し
か
し
、
「
大
罪
人
の
生
涯
し
に
も
後
の
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
へ
の
発
展
を
予
想
さ
せ
る
記
述
は
あ
る
。
第
三
ノ
ー
ト
、
七
十
年
一
月
一
日
Ｉ無限の力は直接的であり、憩いを求め、苦しみを覚えるまでに動揺し、探求と遍歴の時代に、とてつもない
逸脱や実験に喜んで飛び込んで行く。無限の力はその時の到るまで暫くは、彼らの直接的に釣り合うような思
想ｌ極めて繼圃としており、遂にはその力を組織し、その力を阿るような静けさにまで鎮めてしまうような
（川）
強
闘
な
思
想
ｌ
を
繼
立
で
き
な
い
の
で
あ
る
．
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4８ 
作
品
の
行
詰
が
主
人
公
に
あ
る
こ
と
を
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
知
ら
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
練
達
な
小
説
家
と
し
て
「
大
罪
人
の
生
派しか初稲刑白痴Ｌの二の舞を減じかけていることを彼は熟知していたであろう。座礁の危険性を承知しながら、
作家は依然としてこの不安定な主人公に執着する。
六九年の十一月に起こったネチャーエフ事件は行詰ったドストエフスキーの襖悩を一時そらしたことになる。
『大罪人の生藤蛤でもアリフォンスキーなる人物を登場させて「父と子」の問題をテーマの一つにしようとした彼
は
、
こ
の
事
件
に
食
指
を
動
か
せ
た
。
ス
チ
ェ
パ
ン
氏
と
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
関
わ
り
を
「
一
寸
し
た
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
小
説
に
仕
立
て
る
」
こ
と
で
作
家
は
、
『
大
罪
人
の
生
涯
』
を
暫
時
棚
上
げ
し
て
お
く
口
実
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
悪
霊
』
は
、
二
寸
し
た
」
小
説
で
は
な
か
っ
た
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
か
ら
の
一
時
の
息
抜
の
つ
も
り
だ
っ
た
『悪霊」にドストエフスキーはのめりこんで行く。六九年末に始められた「羨望』と題された「悪霊」ノートの前
シャートフの指弾を俟つまでもなく、これは明らかにスタヴローギンの世界である。しかし、「大罪人の生涯』
で
は
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
こ
れ
以
上
の
展
開
を
み
せ
て
い
な
い
。
ア
ル
カ
ー
ジ
ー
少
年
の
幻
影
が
ち
ら
つ
く
限
り
、
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
独自の行動として独立させるのは無理なのかも知れない。逆に言えば、｜アルカージー」から一スタヴローギン」
に主人公が昇華されないうちは、「大罪人の生涯」はもたつくことになる。ドストエフスキーの焦燥をよそに大作
の構想は遅々として進捗しなかった。
ところで彼は打ち克ちがたい欲望に動かされながらも、恐怖の念をいだきつつ放蕩生活に人って行く。放蕩
の空虚、醜悪、無意味さが彼を鍔然とさせる。彼は一切を櫛って、悲哀をともなった数々の犯罪の後、おのれ
（Ⅲ） 
自
ら
を
法
の
手
に
委
ね
る
。
（
同
ノ
ー
ト
一
月
一
一
七
日
）
Ⅵ 
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1９ 身は、翌一月末には正式なものになり、それとともに『大罪人・’一の方はその後一一一ヵ月の中断に入る。両者の上下関
係は崩れ、「悪湛陪が「大罪人』にとってかわりつつあった。『怨霊』が作家の最初の意図とは違って一・ハンフレッ
ト」から本格小説になっていった主因は、『大罪人の生涯』の座礁にある。『大罪人』から「悪霊」に主人公を抜い
たために『大罪人』が挫折したという説は実は逆であって、「大罪人』の行詰が『悪霊』を大きくして行ったので
ある。「大罪人の生涯』には本来、プランを空洞化させるほどの主人公はいなかった。アルカージーにちかいような少
年は少年期を脱しきれないまま、それ以上の一思想」の進展もなく、とどまっていた。ドストエフスキーは「大罪
人』の挺子入れに難渋し、それだけ「悪霊』にウエイトをかけて行ったのであろうｃ
ドストエフスキーの『悪霊』への傾斜は、岐初『悪霊』の副人物であったＡ・Ｂ公爵がグラノフスキーに代わっ
て主人公になった時から急になって行く。グラノフスキー（スチェ。ハン氏）、革命家（ピョートル）の「父と子一
小説の構図の中に公爵をどうおさめるか腐心しているうちに、作者は並みの尺度では掴み切れない公爵の”何か
を感じた。「瀧蕩そのものの男で高慢な貴族主義者」であったり、刑感じのいい人物」であったりして性格を定めか
ねていた公爵が、一気に「新しい人間」として浮上してきたのである。
「新しい人間」という言葉が「悪霊』の創作ノートに初めて出てきたのは七十年二月であり、前月末に『大罪人
の生涯』のノートは事実上終っている。ドストエフスキーは新主人公を掘り出したことによって『大罪人」から
「悪霊』に関心を移して行く。
一ヵ月後のノートではすでに「公爵の最後の形象」として公爵像は固まっている。
、
、
、
彼は１－－‐新しい人間。……内に潜んだ凄じいエネルギーをいだきながら滅多に発言せず、すっかり謎を解き
最終的な思想をすでにいだいている人間のように、冷笑的に懐疑的に人々を凝視している。（『悪霊』創作ノー
（麺）
卜七十年一二月十一日）
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5０ 
児罪人の差のノートでは少年の影に惑わされて今一つ鮮明にならなかった主人公の像がｌ「大罪人一の
意図を背負うに足る人物の輪郭が焦点を結びはじめる……
「虚のエネルギー｜をいだきつづけ、その本質を見極めようとする公爵は、「自分は何者か」「何になれるか」と
いうドストエフスキー文学の登場人物の本来の問を取り戻している。彼はこの一一つの問そのものが、人間の最大の
迷妄であることを知っている。それをなお問い続けるのは何ゆえか。問そのものがまた問となり、彼は口を喋む。
その間の連鎖の無意味もまた承知しているからである。
彼にはこの間の根底にある”自分“という感覚がよくわからない。そもそも〃自分“というものはあるのか・人
は”自分”という錯覚の上に生きているだけではないのか。
公爵がドストエフスキーのライフワークを支えるに足る登場人物になり始めた時、作家は今迄とは違った感じ
ｌ手岻えを鱗ｃとったに相遮ない．それを巡って行くことによって行き識っていた圧鞭」に蝋か趣風穴が開い
て
き
た
…
…
こ
の
意
味
で
四
日
後
の
書
込
は
重
要
で
あ
る
Ｉ
公爵Ｉ退屈になって行く人間．ロシアの一時代の果実・彼は徽俊に自分自身であることができる。つま
り、貴族からも西欧からもニヒリストからもゴールポフからも身を避けていることができる。（しかし、彼に
とって疑問は残るｌ彼自身一体何者なのか？彼にとって答はｌ無）・…
しかし、彼は生れつき高潔な人間であり、何者でもないことは彼を充ち足りた気持にさせず、苦しめる。自
分自身の中には、いかなる基盤も見出すことが出来ず、退屈である。……
（川）
養女を愛していないことを感じる。領地に去り、手紙で彼女の心を奪ったことを詫びる：…・だが、彼は退
屈で、彼女をしあわせに出来ないとも書き、ピストル自殺を遂げる。
その直叫最後にゴ「ルポフを訪ねる．『他の人々のようにｌ戯や伯爵やグラノフスキーや知事や大文筆
のようにぼくが生きて行けないことに蝋いているんですよ一Ｉと言う（答ｌ彼らより高いから）．
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5１ 
談
－
チ
ヴ
ア
ロシア人にとっては”大地“は一切の《肯定》の根源である。それはロシア人の民族的な本質に深／、根差した
感覚であると同時に、精神的な支えであり、最高の形而上的意味をもつものですらある。○．ご可⑫と対峠する勺８
の象徴として〃大地”は位置づけられている。フョードル・カラマーゾフはイヴァンのことを「大地から舞い上っ
た壌」と評したが、この表現には一「大地」に対するスラヴ民族のながく、深い恩人があろう。
この時点から「公爵」は「スタヴローギン」に昇華する。『大罪人の生涯』を作者は明白に断念したわけではな
いが、『悪霊」の創作ノートは一層綿密になり、『悪霊』は「政治的パンフレット」から一変してドストェフスキー
の企図したライフワークの色彩を帯びてくる。『大罪人の生涯』にはこの後五月三日に前述の「中心的思想」と題
された最後のメモがあるが、作家の執念もそこで途切れる……主人公の差は想定した以上に大きかったというこ
と
で
あ
ろ
う
。
ノートではこれまでの作品と同じように、主人公の生に深く関わる人々ｌ分離派出身の民間の哲人ゴールポ
フ、チーホン僧正、スラヴ主義者シャートフ、技師キリーロフ、虚無主義の運動家ピョートル、四十年代の思想家
スチェパン氏等との接触が綿密に書き込まれている。しかし、決定稿でゴールポフははずされ、対話はチーホンー
七十年十二月二七日に簡単だが、重要なメモがあるＩ
（凶）
作者の愚ｌ足下に大地がないことを義した人間を蓋すること．（同前七十年三川十五且
（咽）
…・：だが、公爵は一切説明なしに漸次行為のなかで明かになってくる。
Ⅶ 
Hosei University Repository
5２ 
「新しい人間」を描くにあたって作家はこれまでの方法を捨てたＩただ「行為」だけで一思想」を描いてみる
ということは成算のあることではなかったが、ドストエフスキーは敢て新しい手法に賭けたのである。
それは単に手法だけの問題ではなかった。スタヴローギンの生は彼の奇行、悪行と深く結びついていたからであ
せい
る。スタヴローギンの最大の特徴は「生の感覚」の喪失であり、彼は自ら選んだ一行為一の間の短い時間にの
み「生の感覚一を得る……彼の行動はそのままその世界観の表現に他ならず、スタヴローギンの「虚のエネル
ギー」は行動に向けて噴出する。
彼の先行者たちｌ臓蝋白痴人罪人も行鋤の人である．その慮味ではドストエフスキーは、慈行によって
”負“の極を表現する試みを試行していたことになる。彼らの行為はそれ程意識され、たくまれたものではなかっ
たにしても原型白痴、大罪人は直系的にスタヴローギンにつながる。原型白痴、大罪人は作品として結晶するまで
には至らなかったが、両者のエレメントはスタヴローギンに集約され、高次化されている。ドストエフスキーのラ
イフワーク構想のなかでこの三人の「主人公」の描くトライアングルは、他のドストエフスキ１文学の人物たちと
は
違
っ
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
他の二人にとって〃負“の極を表現する筈の悪行は、スタヴローギンにとっては生の極であった。先行者たちに
は無縁だった「生の感覚」の喪失が彼を悩ます。町の人々がスタヴローギンの顔を「仮面に似ている」と評したの
は周知のことだが、これは作者が主人公の精神の境位を端的に表現したものであろう。
論理をつきぬけた世界で生きているスタヴローギンにしてみれば、悪行はいわば、この世の生に「不可欠」なも
のであり、この現実の世界につながる一筋の糸である・スタヴローギンは悪行に彼の存在を贈けて“いるｌ彼
は思索を、観念を信じない。スタヴローギンが幽かに希みをかけているのは行動だけなのである。
本
に
絞
ら
れ
る
。
Hosei University Repository
5３ 
マトリョーシャの必死の媚を無視して彼女を絶望の淵に陥れ、自殺に追い込むことでスタヴローギンは久しく感
じなかった心の躍動を覚え、塊を〃実感“する。何事にも無感動になっていた男が、常とは異なって興奮気味に少
女の鍛後を兇厭ける……一切に無関心なスタヴローギンが自分の覗く様まで想像し、毒その麹りになるｌ彼
がこれ程関心を示す事柄がこの世に他にあるだろうか。
スタヴローギンの悪行はマトリョーシャに復讐される。小さな拳と突き出した顎ｌ脅しているつもりらしい少
女の絶望的な惨めな様子が「堪らない」という気持を彼におこさせる。これは何事にも心を動かされることのな
か
っ
た
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
は
意
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ト
リ
ョ
‐
シ
ャ
は
ス
ク
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
刺
さ
っ
た
鰊
“
で
あ
る
ｌ
ド
イ
ツ
の
片
川
会
の
旅
紘
で
彼
に
は
珍
し
く
穏
や
か
な
である。
十二歳の少女マトリョーシャ凌辱とその経緯についてのチーホンに対する告白は、スタヴローギンの悪行の象徴
物置の戸は閉めてあったが、鍵はかけてなかった。この戸に鍵がかかっていないことは知っていたけれど、
開けてみたくはなかった。ただ爪先立ちをしながら思い出した‐１１窓際に座って赤い蜘蛛を見詰めて忘我の境
に陥った時、胤分が爪先立ちでこの隙間に片目をもって行く様子を心に描いていたことを。この小事をここに
挿入するのは、私がどの程度まではっきり自分の知的能力を掌握しているかを何としてでも証明したいと思う
からである。私は長いこと隙間から覗いていた。そこは暗かった。しかし、全く暗闇というのでもなかった。（刑）
とうとう見分けることが出来たｌ必愛だったものを：：：（『篝鑓一編第九童チーホンの庵峯にて）
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5４ 
せ
い
がガーノフの息子との決脚の帰途、キリーロフに慌繍された「画微「Ｉ「功叢は、スタヴロ「ギンの生の典
現であり、彼の全存在にかかわる行為である筈であった。それなら何故自分の是認を必要とするのか、というのが
チーホンの立場であったろう。
「功業」をどこまでも、病的にまで誇り高いスタヴローギンの精神の在り方の問題、と観る僧正と、究極的な
「生の感覚Ｌはそこにしかないと考えるスタヴローギンと、両者は真っ向から対立する。
僧正の生はいかなる信の上に立つかｌ「何故その信が可能なのか、というのがスタヴローギンの率直な問で
ある。自分が東洋、エジプト、アイスランド等世界各地の遍歴を重ね、アトスで八時間終夜祷に立ち通したことも
真の信仰からみたら児戯に等しいのであろうか。荒唐艇稽ともみえるスタヴローギンの問はこの一点に絞られて
いる。 チー
ホ
ン
は
、
人達の畷い」』
予
言
す
る
。
こ
出
も
の
で
あ
っ
た
。
意をすでに読んでいる。
スタヴローギンはかねてから大知識の噂の高いチーホンに信仰問答を仕掛けてみようと企んでいた。不気味なマ
トリョーシャはそのきっかけになったｌ彼はチーホンの艤篁を急鐘訪れる．スタヴローギンは文字通りすべての
「答」をチーホンに求めた。それは、スタヴローギンが悪行の「告白」を印刷、公表することの是非を問うことで
あり、また、チーホンの信仰の確証を掴むことである。チーホンは、スタヴローギンのこの虫のいい「企み一と底
（Ⅳ） 
”黄金時代“の夢をみていた時、「赤い蜘蛛」となって彼の満ち足りた夢を破る。”黄金時代“がスタヴローギンの
唯一の安息の”場”であってみれば、この復讐は彼には何よりもこたえた……彼の”黄金時代“は否定され、唯
｜の安息の”場”で←
の拠り処は消失した。
は、「告白」の公表はそれが「世間への挑戦」なら無意味であり、誇り高いスタヴローギンは「世間の
」に耐えきれないだろうと忠言する。その上、公表を「逃れる」ために新たな犯罪すら生む危険性まで
これはスタヴローギンの全く予想外の答であり、彼の企図していた最高の「功業」を根底から否定する
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5５ 
「かも知れない」というチーホンの言葉にスタヴローギンは心を揺すられる。信仰の意味はこの一言にかかって
いるのだろうか。信仰を論理で捉えようとする限り、チーホンの答は同じであろう。山が動くが、動かないかと問
う
こ
と
は
、
霊
で
あ
っ
て
信
仰
で
は
な
い
．
チ
ー
ホ
ン
に
は
動
こ
う
が
動
く
ま
い
が
そ
れ
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
だ
Ｉ
そ
こ
ま
で
の
信
仰
を
も
て
る
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
だ
と
僧
正
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
スタヴローギンはやはりこの言葉を「論理」で受け取る。１かも知れない」をチーホンの限りない誠実さととり、
繍
服
は
針
の
先
ほ
ど
で
も
主
動
か
せ
る
」
と
信
じ
て
い
る
の
だ
と
と
っ
た
崎
彼
は
柵
腿
を
見
誤
る
Ｉ
チ
ー
ホ
ン
の
信
仰
は
も
っ
と
したたかである。「針の先の可能性」は絶対的に実現不能の可能性だとしても、相対的に実現可能の可能性として
か？一 「いや、
してです一
す？」
チ
ー
ホ
ン
は
言
っ
た
。
一
霊
に
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
Ｉ
も
し
億
あ
り
て
山
よ
動
け
と
一
雷
わ
ば
、
山
す
な
わ
ち
動
く
く
し
っ
て
…
…
で
も
臘
腱
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
一
寸
物
好
き
に
訊
か
せ
て
下
さ
い
。
あ
な
た
は
山
を
動
か
せ
ま
す
か
。
ど
う
で
（腿）
「さよう……一点隈無くではないかも知れません」（『悪霊』第一二編第九章一チーホンの庵室にて）
「動かせないかも知れませんな「一
一‐「かも知れない」、いやこれは悪くないな。何故疑っているんです？「’
。
点
隈
無
く
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
て
」
刑
何
で
す
っ
て
？
他
な
ら
ぬ
あ
な
た
が
一
点
隈
無
く
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
っ
て
？
完
全
に
、
で
は
な
い
ん
で
す
「
神
様
の
お
い
い
つ
け
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
動
か
せ
ま
す
Ｌ
と
ま
た
も
目
を
伏
せ
か
け
な
が
ら
、
締
か
に
控
え
目
な
調
子
で
そ
れ
は
神
自
身
が
動
か
す
の
と
同
じ
こ
と
で
す
よ
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
あ
な
た
が
、
あ
な
た
が
神
へ
の
信
の
酬
い
と
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５６ 
スタヴローギンはチーホンの中に、たとえ僅かでも自己の生の可能性を探ろうとしたが、その答は厳しいもので
あった。彼にとってチーホンは岐後の‐可能性Ｌであった。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
が
我
知
ら
ず
チ
ー
ホ
ン
に
信
仰
の
論
理
を
求
め
た
と
き
、
彼
は
亦
、
意
味
の
世
界
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る。自分にブイを投げかけなかったかのように一見える「一チーホンの存在も忌まいましいが、すでに捨て去った筈
の
懲
腓
に
ま
だ
瓜
わ
れ
て
い
る
自
分
自
身
に
ス
ク
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
腿
を
立
て
て
い
る
・
彼
の
チ
ー
ホ
ン
ヘ
の
捨
台
調
ｌ
『
い
ま
いましい心理学苛め！」はまたスタヴローギン自身にも投げつけられたものであろう。
が足らぬ」。
信じるのが信仰なのだということをチーホンは疑わない。その意味ではスタヴローギンの感動は勘違いなのである。
スタヴローギンがチーホンの「懐疑」を自分と同質の懐疑ととり、そこにチーホンにつらなる幽かな可能性を見
出そうとした時、逆に二人の間は限りなく隔っている。チーホンの懐疑は信を深めるための懐疑であり、スタヴ
ローギンのそれは否定を確認し、確固たるものとするための懐疑である。
「足下に大地のないことを意識した人間」ならば、それらしく生きろというのがチーホンの助言であろう。信仰
者の眼からみれば、スタヴローギンは文字通り『大地から舞い上がった瑛」なのである。彼にはまだ”大地“の意
味が肚の底からわかっていない。存在として自分の居るべき〃場“がないということは、つまり、その存在も無い
ということになる。「大地」を喪えば、自分の認識も自分の存在も消失するというのがチーホンの認識である。そ
のことが何よりも人間としてスタヴローギンにはわかっていないのではないかと、チーホンは対話者を見詰めなが
ら
考
え
る
…
…
僻
服
の
想
い
は
警
一
蕊
と
な
っ
て
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
ｌ
「
川
愈
が
Ⅲ
来
て
い
な
い
．
鍛
錬
ノートでドストエフスキーは、公爵の”出口“として民族主義者ゴールポフに執心した。決定稿ではスタヴロー
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5７ 
ギンの”出口“は、チーホンかも知れなかった。作家が書簡でもメモでも実在のチーホン・ザドンスキーの名を特
に挙げているのは、』つの極としてこの僧正に電心をかけていたからである。しかし、予期した通り、チーホンは
舐
Ｉ
チ
ヴ
ア
スタヴローギンとは異質の人であるｌ‐ｌチーホンの「大地」はスタヴローギンには無縁である。「土着人」と
一
境
』
と
ｌ
作
者
は
髪
か
ら
亦
限
り
な
く
遠
ざ
か
っ
て
行
く
両
者
の
双
曲
線
を
巌
に
描
い
て
い
る
．
かってのｎ分の１人神論一を月旦培養し、ｕ人な観念に作りあげたキリーロフの入神もスタヴローギンには、や
はり夢想としかみえなかった。キリーロフは死の向う側に立つことによって死を超えようとしているが、その前提
には箙の肯定があるｌこの善良な技師の神の否定は、神の否定にとどまっており、唯そのものの奔走にはなって
（Ⅷ） 
いない。キリーロフの一木の葉Ｌは彼の生命への愛着を象徴している。キリーロフこそ「何者になれるか」の問に
敢然と答えられる唯一の人物なのである。論理の巣に、否定による肯定に達したキリーロフと、何も無いところへ
出てしまったスタヴローギンとＩ作家は執心の二人の主人公を描き分けている。
スタヴローギンにキリーロフの夢想がないとしたら、作者は何故スタヴローギンに‐黄金時代」の夢を見させた
のであろうか。周知の如く一黄金時代一はドストエフスキーの偏愛するテーマで、その後「おかしな人間の夢』に
も。未成年「『にも現われるが、よりによってスタヴローギンに岐初に訪れる。
この人間の黎明期の「時間」には、認識は存在しない。意味を求めないところには、認識もまた存在しない。彼
らには、生の意味が求められ、生が自分たちから離れて客観化され、認識の対象になることなど思いもよらなかっ
た。生はただ蛎として明白なものであり、そこに諭剛は介在しない。人々は生きていることすら全く意識していな
かったのであろう。それは意味を意味としない世界であり、生に論理がつきまとわない明解な世界である。
スタヴローギンが仮朧の中で貧た「黄金時代」は「赤い蜘蛛」ｌマトリョーシャによって破られる・茂金
時代「一は意味の存在しない世界を希求したスタヴローギンの最後の、一綾の希望である。その否定は彼自身の存在
の否定にも等しい。それは彼が否定した小つぼけな存在によってスタヴローギンの存在が否定し返されたというこ
とである。
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5８ 
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
「
新
し
い
人
間
一
な
の
か
１
１
作
家
は
再
三
自
問
自
答
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キーが最初ノートで構想したような人間ではない。スタヴローギン自身が答えるとすれば、自分は一「何者でもな
く
」
「
何
者
に
も
な
れ
な
か
っ
た
し
、
な
ろ
う
と
も
思
わ
な
か
っ
た
」
と
言
う
で
あ
ろ
う
。
自
分
は
偶
然
な
存
在
で
あ
り
、
何
者
に
も
なる必要はないｌということは、すべてに意味を付与しない世界に属ろということである．万象はただ其処に代
る
だ
け
１
１
兆
国
味
も
無
意
味
も
な
く
ひ
た
す
ら
其
処
に
在
る
…
…
スタヴローギンが達した非意味の世界が一つの極限であることは作家も承知していた。しかし、そこは「黄金時
代」の世界のように本来意味を問う必要がないところではない。意味自体が存在しないという認識の結果として、
「
只
在
る
だ
け
」
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
万象が意味も無意味もなく「只在るだけ」なら、人間は何の幻想も妄想もいだかずその非意味の世界に耐えつづ
けられるのであろうか。それがいつか一黄金時代一の世界のように、「意味を必要としない世界一と繋がることが
あるのであろうか。スタヴローギンをかいたことによってドストエフスキーは、また新たな問に執着する。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
「
黄
金
時
代
一
を
夢
見
さ
せ
た
こ
と
も
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
ャ
に
そ
れ
を
破
ら
せ
た
こ
と
も
象
徴
的
で
あ
る
。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
ま
た
何
も
な
い
と
こ
ろ
へ
出
て
し
ま
っ
た
。
霊
の
巣
の
場
“
し
か
、
「
大
地
」
を
喪
っ
た
人
間
の
侮
る
べ
き
場
所
は
な
い
の
か
ｌ
と
い
う
の
が
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
間
で
あ
り
、
作
者
は
こ
の
空
白
の
〃
場
”
に
彼
を
放
置
す
る
。
ノ
ー
ト
に
頻
出
す
る
―
新
し
い
人
間
」
と
い
う
言
葉
で
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
何
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
大
地
」
を
喪った人間の蘇りを主題においたライフワークをドストエフスキーは鱗想し、再三座礁しながら『悪霊』まで辿り
ついた。〈注〉
（
１
）
初
稿
『
白
痴
』
の
主
人
公
の
こ
と
を
仮
り
に
こ
う
呼
ん
で
お
く
（
２
）
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
三
十
巻
本
全
集
第
九
巻
）
白
痴
草
稿
・
永
遠
の
夫
』
一
四
一
頁
「
ナ
ウ
カ
ー
出
版
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
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5９ 
九
七
四
年
（
３
）
同
前
全
集
第
二
八
巻
第
二
分
冊
『
書
簡
一
八
六
○
～
六
八
年
』
三
一
一
九
頁
同
前
一
九
八
五
年
（
４
）
（
２
）
と
同
書
一
二
五
頁
（
５
）
同
前
一
二
八
頁
（
６
）
同
前
一
二
五
頁
一二六～七頁
（
７
）
同
前
一
二
六
頁
（
８
）
同
前
一
三
○
～
一
頁
（
９
）
同
前
一
三
九
頁
（
加
）
同
前
一
二
八
頁
（
ｕ
）
同
前
一
三
五
頁
（
旧
）
同
前
全
集
第
十
一
巻
『
悪
霊
チ
ー
ホ
ン
の
施
室
に
て
・
草
稿
』
一
三
一
一
一
頁
同
前
一
九
七
四
年
（
畑
）
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
「
恋
人
」
ダ
ー
リ
ャ
の
こ
と
（
Ｍ
）
（
胆
）
と
同
書
一
三
四
～
五
頁
（
胆
）
圃
肌
二
六
一
頁
（
焔
）
回
別
一
九
頁
（
Ⅳ
）
同
前
二
一
頁
（
肥
）
同
前
一
○
頁
（
岨
）
同
前
全
集
第
十
巻
『
悪
霊
一
一
八
八
頁
同
前
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